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１．事業概要
（１）事業目的

■一般国道１３８号須走道路・御殿場バイパス（西区間）は、静岡県駿東郡小山町須走から静岡県御殿場市萩原に至る

延長８．１kmのバイパスです。
■本バイパスは、東富士五湖道路を経由して中央自動車道と新東名高速道路をつなぐ広域ネットワークを形成するとともに、

地域活性化の支援（観光）、交通渋滞の緩和、交通事故の削減、災害に強い道路機能の強化などの効果を見込んでいます。

すんとう おやまちょうすばしり ご てん ば はぎわらすばしり ご てん ば

－ １ －

国道１３８号
須走道路・御殿場バイパス（西区間）

静岡県

新東名高速道路

須走道路

延長3.8km

静岡県

山梨県

神奈川県

南足柄市

富士吉田市

山中湖村

至

東
京

至 松本

至

東
京

富士宮市

御殿場市

山北町

小山町

御殿場バイパス（西区間）

延長4.3km

道志村

都留市

大月市

須走道路・御殿場バイパス（西区間）

延長8.1km

至 名古屋

須 走 道 路 , 御 殿 場 バ イ パ ス （ 西 区 間 ） の 全 体 位 置 図

須走IC

須走南IC(仮称)

水土野IC(仮称)

ぐみ沢IC(仮称)

すばしり

すばしりみなみ

み ど の

さわ

山中湖

河口湖

西湖

丹沢湖

水土野IC
（仮称）

仁杉JCT
（仮称）

ぐみ沢IC
（仮称）

至 富士吉田

至 箱根

N

E20

東名高速道路E1

E1A

E20

至 箱根

E1A

凡例

須走道路・御殿場バイパス（西区間）

〃 暫定２車線整備

〃 完成４車線整備

開通 暫定開通
自動車専用道路

一般国道

主要地方道

一般県道

開通 未開通

開通 未開通



【橋梁部】

須走IC 須走南IC（仮称） 水土野IC（仮称）

須走道路

県道須走小山線

小山町

御殿場市

延長3.8km
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市
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暫定開通済
延長1.1km

須走市街地

１．事業概要

事業名
一般国道１３８号

須走道路

道路規格
第１種第３級

（自動車専用道路）

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ

車線数 完成４車線

都市計画決定
平成６年度

平成２６年度（変更）

事業化 平成２０年度

計画交通量 ２５，５００台／日

用地着手年度 平成２４年度

工事着手年度 平成２４年度

延長
（平成３０年度末）

３．８ｋｍ
（暫定２車線開通済１．１ｋｍ）

前回の再評価
平成２９年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費
２０８億円

（２８億円増額）

標

準

断

面

図
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単位：ｍ

－ ２ －

（２）計画概要（須走道路）

起 終

■一般国道１３８号須走道路は、静岡県駿東郡小山町須走から静岡県御殿場市水土野に至る延長３．８kmのバイパス。

静岡県駿東郡小山町須走の延長１．１ｋｍは、平成３年度に２車線で暫定開通済みです。

すばしり すんとう おやまちょうすばしり ご てん ば み ど の

すんとう おやまちょうすばしり

■一般国道１３８号須走道路

至

箱
根

至

富
士
吉
田

1.75 1.757.007.00

20.50
1.50 1.50

18,000台/日

凡例

須走道路・御殿場バイパス（西区間）

〃 暫定２車線整備

〃 完成４車線整備

開通 暫定開通
自動車専用道路

一般国道

主要地方道

一般県道

開通 未開通

開通 未開通



１．事業概要

■一般国道１３８号御殿場バイパス（西区間）は、静岡県御殿場市水土野から静岡県御殿場市萩原に至る延長４．３kmの

バイパス。御殿場市ぐみ沢から萩原間（延長１．４５ｋｍ）は、昭和５５年度に２車線で暫定開通済みです。

ご てん ば ご てん ば み ど の ご てん ば はぎわら

ご てん ば さわ

単位：ｍ

水土野IC（仮称）

仁杉JCT（仮称）

ぐみ沢IC（仮称）

御殿場IC

御殿場バイパス（西区間）

起

御
殿
場
市
水
土
野

ご

て
ん

ば

み

ど

の

ご

て
ん

ば

は
ぎ
わ
ら

終

御
殿
場
市
萩
原

延長4.3km

ご て ん ば

暫定開通済
延長1.45ｋｍ

－ ３ －

ご

て
ん

ば

さ
わ

御
殿
場
市
ぐ
み
沢

25.00

3.00 3.001.50 1.502.00 7.007.00

事業名
一般国道１３８号

御殿場バイパス（西区間）

道路規格

水土野ＩＣ（仮称）～ぐみ沢ＩＣ（仮称）：
第１種第３級

（自動車専用道路）
ぐみ沢ＩＣ（仮称）～萩原北交差点：

第３種第１級

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ

車線数 完成４車線

都市計画決定
平成６年度

平成２６年度（変更）

事業化 平成１１年度

計画交通量 ２９，５００台／日

用地着手年度 平成１４年度

工事着手年度 平成２４年度

延長
（平成３０年度末）

４．３ｋｍ
（暫定２車線開通済１．４５ｋｍ）

前回の再評価
平成２９年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費
３３８億円

（４２億円増額）

水土野IC（仮称）～ぐみ沢IC（仮称）

【橋梁部】
20.50

1.75 1.757.007.00 1.50 1.50

ぐみ沢IC（仮称）～萩原北交差点

【土工部】

（２）計画概要（御殿場バイパス（西区間））

標

準

断

面

図

■一般国道１３８号御殿場バイパス（西区間）

至

箱
根

至

富
士
吉
田

至 東京

至 名古屋

萩原北交差点

11,000台/日18,000台/日

凡例

須走道路・御殿場バイパス（西区間）

〃 暫定２車線整備

〃 完成４車線整備

開通 暫定開通
自動車専用道路

一般国道

主要地方道

一般県道

開通 未開通

開通 未開通



２．評価の視点：一般国道１３８号須走道路・御殿場バイパス（西区間）

①地域活性化の支援（観光）

－ ４ －

■国道１３８号は、豊富な観光資源を中継し、富士山・富士五湖～箱根等の広域周遊観光ルートの一部を形成しています。

■須走道路・御殿場バイパス（西区間）は、現道１３８号の生活交通と観光交通の混在を分離させる事で渋滞を緩和し、観光地へのアクセス性向上等に

寄与します。

■今後、新東名高速道路の延伸（2020年度開通予定）、日本最大級となるアウトレットモールの増床（2020年度春予定）により、更なる観光客の増加が

見込まれ、須走道路・御殿場バイパス（西区間）の開通による地域経済の活性化が期待されます。

■須走道路・御殿場バイパス（西区間）周辺の観光資源

2020年春の増設オープンを予定しており、バイパスの整備で、
富士山や箱根と合わせた周遊アクセスの利便性向上による
集客増に期待しています。

出典：御殿場プレミアム・アウトレット

中央自動車道

世界遺産登録
（Ｈ25.6.22）

▲

須走道路・
御殿場バイパス(西区間)

延長8.1km

中
部
横
断
自
動
車
道

富士山・富士五湖

神奈川県

山梨県

「写真協力：御殿場市観光協会、箱根全山」

小山町

御殿場市

E68

E1

E1A

E52

C4

E1

E20

E70

E1A

箱根

日本最大級のアウトレットモール

広域周遊観光ルート

（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

1,715 

1,841 

1,600

1,700

1,800

1,900

H24 H29

1,700

1,800

1,900

0

■御殿場市、小山町の観光交流客数

観
光
交
流
客
数
（
万
人
）

出典：静岡県観光交流の動向

新東名高速道路の開通、
アウトレットの増床により

更に観光客増が見込まれる

http://4.bp.blogspot.com/-AELYKRnfi1w/UWvSxtMjFuI/AAAAAAAAQdQ/xtSSA-e9dIU/s1600/ojisan4.png


２．評価の視点：一般国道１３８号須走道路・御殿場バイパス（西区間）
②交通渋滞の緩和

－ ５ －

時間帯

７時台 76.64 68.53 66.04 67 53.08 49.2 40 28 38.63 41 50.91 41.59 24 28.94 37.1 37 39.8 37.07 42.42 27.2 34.01 30

８時台 77.06 66.19 63.93 63 49.86 46.7 38 26 30.07 33 44.18 40.24 24 25.24 37.3 42 46.3 39.99 40.64 24.6 28.7 25

９時台 73.5 65.09 62.82 62 48.67 45.2 37 23 22.99 27 33.57 33.66 22 22.25 30.3 33 36.7 32.57 34.72 21.9 24.88 21

１０時台 75.04 65.09 62.26 61 47.47 44.1 36 22 20.34 20 23.89 24.3 17 14.18 17.4 20 20.5 22.98 26.87 19.2 21.85 19

１１時台 73.74 63.03 61.68 60 47.28 43.6 35 21 17.28 17 17.58 17.51 13 10.46 11.3 12 14.1 16.48 19.26 15.9 19.98 17

１２時台 73.33 64.38 57.11 53 41.34 42.2 36 21 17.29 16 16.74 16.1 12 10.52 10.8 10 11.5 12.6 17.7 18.8 25.35 22

１３時台 74.13 61.73 60.05 55 46.64 43.9 35 19 16.33 16 17.33 17.68 15 12.06 13.3 13 14.1 16.03 20.08 20.2 27.97 26

１４時台 71.26 60.87 59.4 57 44.05 42.6 35 18 16.48 15 17 17.38 13 12.09 14.1 12 13.7 15.72 19.34 17.1 22.03 21

１５時台 74.01 63.35 61.85 60 45.99 43.4 36 19 16.21 18 16.26 17.14 12 10.82 13 12 14.3 17.48 21.39 17.6 28.11 24

１６時台 74 63.66 58.66 59 48.15 43.2 37 20 17.69 17 19.8 20.61 15 18.52 21.7 20 23.4 26.31 25.94 18.5 29.06 30

１７時台 72.41 64.08 62.05 55 43.72 41.1 33 24 28.01 30 38.07 33.65 21 22.87 33.2 34 35.4 27.76 41.47 23.3 29 26

１８時台 71.3 63.77 62.09 62 49.63 45.6 36 27 35.44 36 45.62 41.78 27 32.11 45.8 50 51.8 44.14 44.83 30.9 42.48 34

１９時台 71.3 63.77 62.09 62 49.63 45.6 36 27 35.44 36 45.62 41.78 27 32.11 45.8 50 51.8 44.14 44.83 30.9 42.48 34

２０時台 71.3 63.77 62.09 62 49.63 45.6 36 27 35.44 36 45.62 41.78 27 32.11 45.8 50 51.8 44.14 44.83 30.9 42.48 34

時間帯

７時台 71.78 76.78 71.77 76 63.6 48 35 44 42.84 43 37.39 20.21 47 49.5 54.8 51 50.9 50.46 46.35 43 48.14 41

８時台 70.15 74.24 67.63 75 61.46 43.2 33 39 38.08 42 39.95 24.76 46 42.21 50.7 49 48.3 45.77 41.17 42.3 47.42 39

９時台 69.02 73.99 59 60 48.62 35.2 26 38 37.36 47 42.97 33.45 47 45.56 50.8 48 47.7 46.18 39.63 42.1 45.81 39

１０時台 68.57 74.2 66.72 65 47.12 31.5 26 37 37.2 47 49.87 34.74 45 43.55 45.8 45 45.8 44.98 35.15 42 46.4 41

１１時台 63.18 59.69 54.16 58 46.06 29.3 27 38 35.9 47 47.91 35.31 40 38.26 43.8 42 43.2 41.34 34.31 41.7 45.33 41

１２時台 48.5 52.55 41.49 45 39.91 28.4 26 37 37.48 45 42.32 32.03 39 38.72 44 42 41.7 42.98 29.89 40.9 46.65 44

１３時台 13.86 20.46 21.5 23 24.42 22.5 22 34 35.63 46 43.35 28.7 36 32.54 31.8 31 29.4 26.51 20.62 39.9 42.98 42

１４時台 12.62 14.62 14.59 14 16.88 18 24 36 34.19 44 42.04 26.58 29 22.6 22.6 23 22.5 20.18 18.02 28.5 27.94 26

１５時台 10.46 15.74 16.44 16 18.82 19.5 22 36 32.68 41 34.26 25.37 27 22.62 23.6 25 24.1 19.54 16.99 31.5 33.4 29

１６時台 16.87 21.51 22.58 23 24.14 22.7 24 35 32.28 41 34.69 27.95 33 27.78 30.4 25 23.3 20.16 17.56 34.2 36.06 30

１７時台 12.06 16.71 14.99 17 19.82 19.9 22 35 31.82 38 32.1 25.13 27 23.62 26.1 27 26.9 21.92 17.4 28.7 30.32 29

１８時台 15.11 17.34 15.87 16 18.9 20.5 22 36 36.63 46 46.05 34.72 42 37.8 37.4 35 35.6 29.89 24.42 30.8 35.31 33

１９時台 12.06 16.71 14.99 17 19.82 19.9 22 35 31.82 38 32.1 25.13 27 23.62 26.1 27 26.9 21.92 17.4 28.7 30.32 29

２０時台 15.11 17.34 15.87 16 18.9 20.5 22 36 36.63 46 46.05 34.72 42 37.8 37.4 35 35.6 29.89 24.42 30.8 35.31 33

■国道138号は富士山への観光交通等により、須走IC交差点～ぐみ沢上交差点間において休日に渋滞が発生しています。

■須走道路・御殿場バイパス（西区間）の整備により、並行する現道138号の交通が転換し、特に観光期（休日）の慢性的な渋滞の緩和や所要時間の

短縮が期待されます。

凡 例

箇所

撮影位置

主要渋滞箇所

区間

至

富
士
吉
田

至

箱
根

至 東京

至 名古屋

須走道路
延長3.8km

御殿場バイパス（西区間）
延長4.3km

萩原北
交差点

国道138号 リサーチパーク交差点付近（富士吉田方面）
（平成30年8月11日撮影）

■国道138号の渋滞状況(休日）

観光交通による
渋滞発生

観光ピーク期には、特に休日において主要渋滞区間での速度低下が発生

■国道１３８号の主要渋滞箇所

138

246

469

休日
（上り線）
7-19時

休日
（下り線）
7-19時

［旅行速度］

下り

上り

出典：ETC2.0プローブ情報（H30.8休日）

至 富士吉田

至 箱根

水土野IC（仮称） 仁杉JCT（仮称）
ぐみ沢IC（仮称）

須走IC
須走南IC（仮称）

御殿場市

小山町

ぐみ沢上
交差点

仁杉
交差点

水土野
交差点

リサーチパーク
入口交差点

須走南
交差点

ぐみ沢上
交差点

仁杉
交差点

水土野
交差点

リサーチパーク
入口交差点

須走南
交差点

凡例
0-20km/h
20-30km/h
30km以上
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14

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

0 10

7時台

8時台
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7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台
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12

12

0 10 20

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

（上り線）
7-19時

（下り線）
7-19時

［所要時間］
国道138号
須走ＩＣ～
萩原北交差点

【10月 平日】 【10月 休日】

平均
１２分

平均
１２分

平日の
約１．５倍の
所要時間

須走IC
交差点

出典：ETC2.0プローブ情報（H30.10月）

須走IC
交差点

下り線は午後以降、
慢性的に速度低下が発生

上り線は昼間時間
帯において、
慢性的に速度低下
が発生



２．評価の視点：一般国道１３８号須走道路・御殿場バイパス（西区間）
③交通事故の削減

■国道１３８号の事故危険区間

※御殿場市内企業へのヒアリング

■須走道路・御殿場バイパス（西区間）並行区間の 事故類型

－ ６ －

■須走道路・御殿場バイパス（西区間）に並行する現道１３８号では、事故危険区間が４区間存在し、交通事故の約６割は渋滞に起因していると

考えられる追突事故となっています。

■須走道路・御殿場バイパス（西区間）の整備により、並行する現道１３８号の渋滞が緩和され、交通事故の削減が見込まれます。

• 国道１３８号は、休日はいつ通っても渋滞していることが問題。

• 須走道路・御殿場バイパス(西区間)の整備により、渋滞が減って交通事故が

無くなり、安心して走れるようになると嬉しい。

• 夜に走行すると暗いため、センターラインぎりぎりを走行してくる大型車との

擦れ違いがこわい。

渋滞に起因すると考えられる
追突事故が約６割発生

※事故件数：交通事故統合データベース（H26～H29) 

凡 例

事故危険区間

死傷事故率 100件/億台キロ以上

至 東京

至

富
士
吉
田

至 名古屋

至

箱
根

すばしり

須走IC
すばしりみなみ

須走南IC(仮称)

み ど の

水土野IC(仮称) ひとすぎ

仁杉JCT(仮称)

さわ

ぐみ沢IC(仮称)

須走道路
延長3.8km

御殿場バイパス（西区間）
延長4.3km

仁杉交差点
須走交差点 リサーチパーク

交差点 単路 萩原北交差点

正面衝突事故の発生状況 H28.4.6

（58.6％） （10.7％） （8.6％） （10.0％） （12.1％）

（36.7％） （3.7％）

参考：全国平均値

http://4.bp.blogspot.com/-AELYKRnfi1w/UWvSxtMjFuI/AAAAAAAAQdQ/xtSSA-e9dIU/s1600/ojisan4.png
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２．評価の視点：一般国道１３８号須走道路・御殿場バイパス（西区間）

－ ７ －

■中央自動車道の通行止め時の迂回路を確保 ■中央自動車道の通行止め発生状況

④災害に強い道路機能の強化

■中央自動車道（大月ＩＣ～八王子ＪＣＴ間）は年平均95時間(H21～30）の通行止め、H26年には403時間の通行止めが発生しています。

■須走道路・御殿場バイパス（西区間）の整備により、中央自動車道の通行止め時に、東名・新東名高速道路への迂回が可能になる等、防災ネット

ワークが強化されます。

甲信越

関 東双葉JCT

海老名南JCT

中央道
通行止め

八王子
JCT

※１：H29年度開通
（海老名南JCT～厚木南IC）

※２：H30年度開通
（厚木南IC～伊勢原JCT）

※３：2019年度開通予定
（伊勢原JCT～伊勢原大山IC）

河口湖IC

須走IC

大月IC

凡例

：中央自動車道通行止め時の迂回ルート

東海・近畿

伊勢原JCT

厚木南IC

ネットワークの要衡
須走道路・御殿場バイパス

中央道の通行止め時にも
東名・新東名高速道路への迂回が可能に

出典：NEXCO中日本

Ｈ２６には約４０３時間、
１５回の通行止めが発生

※中央自動車道（大月IC～八王子JCT）の通行止め時間
※H24の笹子トンネルで発生した通行止め653時間を除く

18ネット
ワーク
の強化

伊勢原大山IC

御殿場
JCT

E20

E68

E1

E1A

E52

C4

E17 E4

E1

E16

E83

C3

E20

E14

CA

中央自動車道

新東名高速道路

東名高速道路

54

163

73
104

403

54

5
48 26

4

9

21

14

7

15

11

3
4 4

年平均
95時間

E1A

一宮御坂IC

八王子IC

中央自動車道
事故による通行止め
（H30.12.7）



２．評価の視点：一般国道１３８号須走道路・御殿場バイパス（西区間）
⑤企業立地の推進

－ ８ －

■中央自動車道と新東名高速道路を連絡する物流ネットワークの形成

■須走道路・御殿場バイパスは、新東名高速道路と中央自動車道をつなぐ、高速物流ネットワークの要衝となっています。

■御殿場市と小山町では、須走道路・御殿場バイパスや新東名高速道路の開通を見越し、工業団地への入居が増加しており、更なる民間投資の

促進、静岡県東部の地域産業発展への寄与が期待されます。

■沿線の工業団地の入居面積

※入居面積は予約済を含む。（平成31年2月）

開通を見越し入居面積が増加

Ｒ2年度（開通予定）
新東名高速道路開通

【伊勢原大山～御殿場JCT】

Ｒ1年度（開通予定）
駒門スマートＩＣ

静岡県

山梨県

神奈川県

中央自動車道

新東名高速道路

東名高速道路

高速道路

有料道路

一般道路

須走道路・
御殿場バイパス(西区間)

延長8.1km

至 名古屋

至 松本 至 東京

至 東京

御殿場ＪＣＴ

●富士山麓フロンティアパーク小山（7区画中3区画が既に契約）

写真：小山町提供

国道138号バイパスの整備により、新東
名と中央道が直結し、山梨・長野へのア
クセスが飛躍的に向上することが期待さ
れます。新設工業団地へ立地する企業
を含め、町内の企業活動が、より活発と
なることを期待しています。

H30年度（完成）
富士山麓

フロンティアパーク小山
【7区画中3区画が契約済】

H29年度
（完成）

板妻南工業団地
【７区画完売】

E20

E1

E1A

E52

中
部
横
断
自
動
車
道

※小山町へのヒアリングより

※富士山麓フロンティアパーク小山以外の5つの工業団地は全区画完売（全57区画）

http://4.bp.blogspot.com/-AELYKRnfi1w/UWvSxtMjFuI/AAAAAAAAQdQ/xtSSA-e9dIU/s1600/ojisan4.png


事業の進捗の見込み状況
■須走道路 ： 駿東郡小山町須走～御殿場市水土野区間（延長２．７km）は、早期開通に向けて工事を推進します。

■御殿場バイパス（西区間） ： 御殿場市水土野～御殿場市ぐみ沢区間（延長２．９km）は、早期開通に向けて工事を推進します。

御殿場バイパス（西区間）

延長4.3km

静岡県

山中湖村

小山町

須走道路

延長3.8km

起

静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
須
走

す
ん
と
う

お

や
ま
ち
ょ
う
す
ば
し
り

終

静
岡
県
御
殿
場
市
水
土
野

ご

て
ん

ば

み

ど

の

延長2.7km延長1.1km

暫定開通済

一般国道138号

至 東京

至

富
士
吉
田

一般国道138号
延長2.85km

暫定開通済

延長1.45km

起

静
岡
県
御
殿
場
市
水
土
野

ご

て
ん

ば

み

ど

の

御殿場市

御殿場IC(仮称)
ごてんば

－ ９ －

３．事業の進捗及び見込みの視点

今回評価時[H31再評価時]前回評価時[H29再評価時]

写真①

写真②

凡例

須走道路・御殿場バイパス（西区間）

〃 暫定２車線整備

〃 完成４車線整備

開通 暫定開通

すばしり

須走IC

すばしりみなみ

須走南IC(仮称)
み ど の

水土野IC(仮称)

ひとすぎ

仁杉JCT(仮称)

さわ

ぐみ沢IC(仮称)

【小山町地内】平成29年3月撮影

至 箱根

至 富士吉田

写真①

前回評価時[H29再評価時] 今回評価時[H31再評価時]

路線 須走道路 御殿場バイパス

区間 須走ＩＣ～水土野ＩＣ（仮称） 水土野ＩＣ（仮称）～萩原北交差点

備考 【用地取得率】
100％ → 100％

（平成28年度末） （平成30年度末）

【事業進捗率】
約40％ → 約58％

（平成28年度末） （平成30年度末）

【用地取得率】
約93％ → 約99％

（平成28年度末） （平成30年度末）

【事業進捗率】
約28％ → 約50％

（平成28年度末） （平成30年度末）

至 富士吉田

至 箱根

【小山町地内】平成31年4月撮影

【御殿場市地内】平成29年3月撮影 【御殿場市地内】平成31年3月撮影

至

箱
根

写真②

至 富士吉田

至 箱根 至 箱根

至 富士吉田

ご

て
ん

ば

は
ぎ
わ
ら

終

静
岡
県
御
殿
場
市
萩
原

自動車専用道路

一般国道

主要地方道

一般県道

撮影位置

開通 未開通

開通 未開通



４．事業費の見直しについて

・盛土材料の変更、破砕費用の追加による増額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７０億円増

■ 事業費増加の要因（須走道路・御殿場バイパス（西区間））

事業費増額の要因

増 額

合計
須走
道路

御殿場
ﾊﾞｲﾊﾟｽ

■破砕費用の追加による増額
○当初、切土・床堀箇所の地質調査を多数実施していたが、玉石の存在は把握出来なかった。
○複数箇所で粒径2.5mを超える玉石が出現したため、破砕が必要となったが猛禽類や近隣住居に

対し騒音・振動に配慮が必要であった為、静的破砕剤工法による一次破砕、仮置場所に運搬後、
ブレーカ工法による二次破砕の必要が生じた。

○玉石は二次破砕を行い、盛土区間に運搬、自路線の流用土（礫質土）として全て使用している。

３３億円 － ３３億円

■盛土の法面保護のための土羽土施工による増額
○当初、法面保護のための植栽に適した流用土・発生土による盛土を計画していたが、盛土材の一

部が植栽に適さない礫質土（玉石を破砕した土等）に変更となったことから、新たに土羽土の施工
が必要になった。

○なお、土羽土の材料は、自路線の流用土の内、植栽の適用条件を満足する粘性土を流用する。

６億円 ４億円 ２億円

■盛土材料の変更による増額
○当該事業は盛土構造が多く、74.8万m3の盛土材が必要であり、他事業の発生土及び自路線の流

用土を計画していた。
○他事業の発生土の一部について、軟弱土や廃棄物の混入が確認されたことから、受け入れが困

難となり、購入土への変更が必要となった。
○自路線の流用土の一部について、軟弱土であったことから、土質改良が必要となった。

３１億円 ２４億円 ７億円

－ １０ －



４．事業費の見直しについて

①破砕費用等の追加による増額 ＋３３億円 【詳細資料１】

○当初、切土・床堀箇所の地質調査を多数実施していたが、玉石の存在は把握出来なかった。
○複数箇所で粒径2.5mを超える玉石が出現したため、破砕が必要となったが猛禽類や近隣住居に対し騒音・振動に配慮が必要

であった為、静的破砕剤工法による一次破砕、仮置場所に運搬後、ブレーカ工法による二次破砕の必要が生じた。
○玉石は二次破砕を行い、盛土区間に運搬、自路線の流用土（礫質土）として全て使用している。

－ １１ －

■地質調査箇所及び玉石出現状況

■下部工計画箇所の玉石とイメージ図

一次破砕(静的破砕剤工法)イメージ
※岩盤を削孔し膨張剤を充填して破砕

■切土計画箇所の玉石とイメージ図

二次破砕イメージ
（ブレーカ工法）

仮置き場所

一次運搬
一次破砕

二次破砕

削孔・破砕剤充填 破砕

一次運搬経路

：玉石出現範囲

：ボーリング箇所

■仮置き場所

■玉石破砕工法

ボーリング

切土25.5万m3のうち
玉石が約5.1万m3

ボーリング

拡大図（ボーリング箇所）
A-A断面

下部工床堀量 15.3万m3
（内、玉石1.4万m3）

猛禽類影響範囲
住居近接影響範囲

切土量 25.5万m3
（内、玉石5.1万m3）

B-B断面

玉石混じり
火山灰質砂礫層

切土

盛土

床堀

最大粒径約3.0m
（約34トン）の玉石

最大粒径約2.5m
（約20トン）の玉石

本線

本線

玉石混じり
火山灰質砂礫層

側道

床堀15.3万m3のうち
玉石が約1.4万m3

二次運搬経路



盛土本体
（礫質土）

４．事業費の見直しについて

②盛土の法面保護のための土羽土施工による増額 ＋６億円 【詳細資料２】

○当初、法面保護のための植栽に適した流用土・発生土による盛土を計画していたが、盛土材の一部が植栽に適さない
礫質土（玉石を破砕した土等）に変更となったことから、新たに土羽土の施工が必要になった。

○なお、土羽土の材料は、自路線の流用土の内、植栽の適用条件を満足する粘性土を流用する。

－ １２ －

水土野ＩＣ

仁杉JCT

盛土法面の土羽土の施工範囲

ぐみ沢IC

※JCT含む

須走南ＩＣ

盛土法面の土羽土の施工範囲
盛土法面の土羽土の施工範囲

■植栽（張芝）の土の適用条件見直し後 数量(ｍ2)

盛土法面工（土羽土）
82,000

(25,000m3)

■土羽土の施工状況

土羽土(30cm)

盛土本体
（礫質土）

地質 土壌硬度

粘性土

礫質土

粘性土・・10～23mm
礫質土・・10～27mm

地質 土壌硬度 適用

自路線の流用土 粘性土 12～18mm 可能

購入土・発生土 礫質土 5～8.3mm 不可

■植栽（張芝）のイメージ

■盛土の法面保護のための土羽土施工箇所

※道路土工 切土工・斜面安定工指針（日本道路協会）より

土羽土

植栽（張芝）
土羽土

植栽（張芝）

■試験結果



４．事業費の見直しについて

③盛土材料の変更による増額 ＋３１億円 【詳細資料３】

○当該事業は盛土構造が多く、74.8万m3の盛土材が必要であり、他事業の発生土及び自路線の流用土を計画していた。
○他事業の発生土の一部について、軟弱土や廃棄物の混入が確認されたことから、受け入れが困難となり、購入土への変更

が必要となった。
○自路線の流用土の一部（5万m3）について、軟弱土であったことから、土質改良が必要となった。

－ １３ －

■他事業の発生土箇所

他事業（新東名）
・発生土に廃棄物が混入
・軟弱土

■自路線の流用土[軟弱土]

浅層混合処理工法

水土野ＩＣ

仁杉JCT

盛土施工範囲

ぐみ沢IC

※JCT含む

須走南ＩＣ

盛土施工範囲

盛土施工範囲 盛土施工範囲 盛土施工範囲

■盛土施工範囲

A-A

盛土
補強土盛土※

他事業：（三保ダム）

コーン指数
214kN/m2≦400kN/m2

■他事業の発生土[軟弱土]

B-B

盛土

須走道路

御殿場BP

※補強土盛土は、購入土を使用する

一部土質改良
(50,000m3）

■盛土の適用条件

■購入土

コーン指数
362kN/m2≦400kN/m2

全体盛土量※
自路線の流用土

他事業の発生土 購入土
改良無し 改良が必要

当初計画 748,000 288,000 - 460,000 -
今回変更 748,000 238,000 50,000 50,000 410,000 

コーン指数（kN/m2）

砂質土・粘性土 400以上

※盛土工指針（日本道路協会）より

※国土地理院より

※・未施工盛土量を記載
・全体盛土量には、補強土盛土の土量は含まない

A-A断面（一般部） B-B断面（擁壁部）

（ｍ３）



○３便益による事業の投資効果

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝
走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益

事業費 ＋ 維持管理費

【事業全体】

事業区間
便益（億円） 費用（億円）

B/C
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計

須走道路
前回評価時 420 49 14 483 162 19 181 2.7

今回評価時 422 52 16 490 192 20 212 2.3

御殿場バイパス
（西区間）

前回評価時 636 71 14 721 272 21 293 2.5

今回評価時 685 78 18 781 321 22 343 2.3

【残事業】

事業区間
便益（億円） 費用（億円）

B/C
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計

須走道路
前回評価時 420 49 14 483 73 19 93 5.2

今回評価時 422 52 16 490 53 20 72 6.8

御殿場バイパス
（西区間）

前回評価時 636 71 14 721 128 21 149 4.8

今回評価時 685 78 18 781 105 22 127 6.2

５．費用対効果
３便益による事業の投資効果

－ １４ －

※１ 平成３０年２月に公表されたＨ２２年度全国道路・街路交通情勢調査ベースのＲ１２将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。

※２ 残事業のＢ／Ｃ算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計を対象として算出した。

※３ 参考：事業区間を須走道路及び御殿場バイパス（西区間）として算出した費用便益比（Ｂ／Ｃ） 【事業全体】２．０ 【残事業】５．４

【前回再評価からの変更点】
１．将来ＯＤ表（Ｈ１７年度全国道路・街路交通情勢調査→Ｈ２２年度全国道路・街路交通情勢調査）
２．将来道路網条件（Ｈ２９年度事業化済道路網→Ｈ３０年度事業化済道路網）
３．費用便益分析マニュアル（Ｈ２０マニュアル→Ｈ３０マニュアル）
４．総走行台ｷﾛの年次別伸び率（Ｈ１７年度全国道路・街路交通情勢調査→Ｈ２２年度全国道路・街路交通情勢調査）
５．費用便益分析の基準年次（Ｈ２９年度→R１年度）
６．須走道路・御殿場バイパス（西区間）の事業費（須走道路道路約２８億円増加、御殿場バイパス（西区間）約４２億円増加）



６．代替案立案等の可能性の視点

■須走道路・御殿場バイパス（西区間）は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画です。また、地域活性化の支援、
交通渋滞の緩和、交通事故の削減、災害に強い道路機能の強化など期待される効果が大きい事業で、都市計画決定以降、地域の課題

に大きな変化が無いことから、現計画が最適であると考えます。

７．県・政令市への意見聴取結果

■静岡県の意見
本事業は、静岡県と山梨県を結ぶ国道138号の駿東郡小山町須走から御殿場市水土野に至る区間のバイパス事業であり、東富士五湖道路を

経由して中央自動車道と新東名高速道路を結ぶ広域ネットワークを形成することにより、交通渋滞の緩和及び交通事故の削減、災害に強い道路
機能の強化や、富士山周辺の観光振興や地域活性化といったストック効果が期待され、当該地域の発展に寄与する、大変重要な事業です。

効果の早期発現が図られるよう、引き続き必要な予算の確保とコスト縮減の徹底に努め、事業を推進するようお願いします。
なお、各年度の事業実施に当たっては、引き続き県と十分な調整をお願いします。

８．対応方針（原案）

■一般国道１３８号須走道路、一般国道１３８号御殿場バイパス（西区間）の事業を継続する。

－ １５ －

一般国道１３８号 須走道路

■静岡県の意見
本事業は、静岡県と山梨県を結ぶ国道138号の御殿場市水土野から同市萩原に至る区間のバイパス事業であり、東富士五湖道路を経由して

中央自動車道と新東名高速道路を結ぶ広域ネットワークを形成することにより、交通渋滞の緩和及び交通事故の削減、災害に強い道路機能の
強化や、富士山周辺の観光振興や地域活性化といったストック効果が期待され、当該地域の発展に寄与する、大変重要な事業です。

効果の早期発現が図られるよう、引き続き必要な予算の確保とコスト縮減の徹底に努め、事業を推進するようお願いします。
なお、各年度の事業実施に当たっては、引き続き県と十分な調整をお願いします。

一般国道１３８号 御殿場バイパス（西区間）
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